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暴力団員等でない旨の誓約書

みなとや海辺の活動支援選考会事務局　様
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリガナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　 　　　印

私は、「みなとや海辺の活動支援」募集要項に基づく助成金の交付を
申請するに当たり、次のことについて誓約致します。

記

私および私が代表を務める団体は、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう）又は暴力団若しくは暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう）と密接な関係を有する者（団体）には、該当しません。

助成金交付申請後、上記事項に該当することが判明した場合、補助金交付の取り消し及び補助金の返還に応じ、異議申し立て致しません。
暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 （抜粋）
（平成３年法律第７７号）
（定義）
第二条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
一 暴力的不法行為等 別表に掲げる罪のうち国家公安委員会規則で定めるものに当たる違法な行為をいう。
二 暴力団 その団体の構成員（その団体の構成団体の構成員を含む。）が集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体をいう。
三 指定暴力団 次条の規定により指定された暴力団をいう。
四 指定暴力団連合 第四条の規定により指定された暴力団をいう。
五 指定暴力団等 指定暴力団又は指定暴力団連合をいう。
六 暴力団員 暴力団の構成員をいう。
七 暴力的要求行為 第九条の規定に違反する行為をいう。
八 準暴力的要求行為 一の指定暴力団等の暴力団員以外の者が当該指定暴力団等又はその第九条に規定する系列上位指定暴力団等の威力を示して同条各号に掲げる行為をすることをいう。

北九州市暴力団排除条例 （抜粋）
（平成２２年北九州市条例第１９号）

（市民等の責務）

第５条 市民は、暴力団の排除のための活動について、自主的に、かつ、相互の連携協力を図って取り組むとともに、市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力するよう努めるものとする。

２ 事業者は、その行う事業（事業の準備を含む。以下同じ。）により暴力団を利することとならないようにするとともに、市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力するものとする。

３ 市民等は、暴力団の排除に資すると認められる情報を知ったときは、市及び県警察本部その他の関係機関に対し、当該情報を提供するよう努めるものとする。

「みなとや海辺の活動支援」募集要項 （抜粋）

（助成の対象とならない団体）
（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう）又は暴力団若しくは暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう）と密接な関係を有する団体
